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⚫ 企業との連携について
2022年度下期活動～2021年度マッチング会成果発表会、企業向けプロボノ・セミナー、資金分配団体向
けプロボノ・コーディネーションセミナー、企業－団体マッチング会開催 等
ニーズに合ったマッチングなどの取り組みを進めています。

●案件形成・協働、連携・対話の取り組み（一例）
こども食堂ラウンドテーブルの開催
6月9日、資金分配団体、実行団体関係者、また事業領域の専門家などをお招きして「こども食堂」を取り巻
く課題について、意見交換を実施。また、一般の聴講者もオンラインで参加することができ、リアルタイムで意見
募集を行い、その場でその内容を議論しました。

当日の内容は、休眠預金活用事業サイトで公開。
URL:https://kyuminyokin.info/articles/870

当日の動画を編集して公開しています

⚫５年後見直しに向けての動き

議連、内閣府による見直しの論点の整理が進んでいます。
JANPIAとしては、資金分配団体のみなさまからの意見の集約、特定事項についてはアンケートを実施し内閣府
と共有するなど、現場目線での議論が進むよう連携を図っております。
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本書の構成について

ToC上のアウトカム

ToC上のアウトカムを達成するための当初計画

ToC上のアウトカムを達成するための評価方法・
項目
A）●●●
B) ■■■

総括・今後に向けた取組みなど

ToC上のアウトカム

評価項目A）●●●

アウトプット

・実施事項
アウトカム
に向けた
不足事項・
見えてきた
課題など

アウトカム
に向けての
詳細・

今後の活動、
検討課題

総括・今後に向けた取組みなど

詳細版
評価項目ごとの検証

要約版

●総合評価について

※詳細版のイメージ



⚫業務改善プロジェクトチーム

2022年度において、業務改善 PT ではこれまでの改善取組を踏まえてより具体的なテーマに向き合うべく、資

金分配団体の有志の皆様のご参加を得て、６チームに分かれての業務改善の検討を開始しています。

現在、各チーム4回程度の会合を持ち議論を重ねています。

＜6つの検討チーム＞

システム改善レビューチーム（ 3 名）、評価検討チーム（10 名）

制度関連①（自己資金、管理 的経費、 PO 経費等）チーム（10名）
制度関連②（出資・貸付）チーム（7名）
制度関連③（緊急助成の在り方）チーム（5名）
制度関連④（事業規模・ 3 層構造のメリデメ・PO の役割等）チーム（11名）

※８月３１日開催の評価検討チームの会合の様子
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⚫事業完了後監査の実施状況

コロナ緊急支援枠事業の事業完了報告を受けての監査を中心に実施しています

現時点で、2020年度コロナ緊急枠の事業に関する監査はほぼ終了しています。

事業運営を通じての事務面の課題や、制度面に関する意見なども集約する機会となっており、連携と対話の好

機と捉えております。

監査終了後は、当日のやり取りを整理し監査結果通知書として団体に共有しています。

⚫システムの改良等の対応

操作性の向上、利活用しやすい機能強化、情報集約の仕組みとして効果的に機能するツールとして、利用され

る皆様にとって意義あるものとすべく、業務改善PTのメンバーからも意見をいただきながら抜本的な改良に取り組

み、本年10月3日に新システムをリリースしました。

今後も皆様のご意見をいただきながら、改良を重ねつつ、

皆様の事業運営に役に立つシステムを目指して運用を

進めていきます。
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資金分配団体・実行団体職員専用ヘルプライン

⚫ 内部通報制度の活用



内容 件数

実行団体のガバナンス・コンプライアンス体制に関すること ３

実行団体の公募・採択に関すること ２

資金分配団体のガバナンス・コンプライアンス体制に関すること ２

資金分配団体のハラスメントに関すること １

実行団体のハラスメントに関すること １

JANPIA職員の行動に関すること １

資金分配団体の実行団体に対する対応等に関すること １

実行団体の受益者に対する対応等に関すること １

実行団体の資金管理に関すること １

合計 １３

全件、事実関係を資金分配団体その他関係者への調査を実施し、その結果を通報者にフィード
バックを行い、継続に状況のトレースを行うことをもって完了としております。
本仕組みを通じて事業改善の気づきを得ることも可能であり、制度利用の周知を行っていきます。

7



⚫コロナ・物価高騰支援枠の活用セミナーの実施（９月１５日開催）
当該支援枠の活用促進を目的に、複数の資金分配団体関係者の協力を得て開催しました。
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課題・テーマ別ラウンドテーブル
第２弾を開催します！

日頃から様々な社会問題の解決に取り組
む皆様と、災害発生時に備えた「平時の
ネットワークの形成」にどのよう取り組んでいく
か？ということについて、災害支援の現場の
実践を通じた学びや、既にネットワーク形成
に取り組んでおられる皆様から事例のご紹
介などをしていただきながら皆さんと一緒に
考える機会とします。


